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(∑たCa- CkVpk < Dvl)
( (∑L.。・CkTpk ≧ Opt)
Dvt-C'kXpk　∑^・。<c杓k <Dpt)
































































∀7'. ∈ K,∀p∈ P.TL(k,p)‥-0; (comment:タブ-レングス初期化)
初期総コスト計算;
for)-1toIMAXdo (comment: IMAXは繰り返し回数)
begin
全てのコラムA・の中で製品を取り除いた場合に最も総コストの減少が大きいものをPとする;
TL{k*.p)く71を満たす製品T)の中で,
コラムAp*に入れた場合に最も総コストの減少が大きいものを7)サとする;
assign(A-*) :- p*
TL{k*.p') -i+LS¥
ftmil
end
図4:タブーサーチ
ではなくタブーでなくなる時期を記憶した方がよい.また,ライフスパンL,Sを定数にするよりも,ある確
率分布に従う乱数にした方が良い解が得られることが多い.
7　まとめ
本稿では,在庫配送問題の中でも特に自動販売機への配送に蕉点をしぼり,さらに,個々の自動販売機に
対する(総コスト最小化の意味での)最適コラム割当を組合せ最適化問題としてモデル化した.モデル化し
た問題を数理計画問題として定式化した場合について考慮し,実用時間内に解くことができる定式化とし
てパターン割当を用いた定式化を提案した.また,理論的には最通解が得られるとは限らないが,現実的に
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は最適に近い解が得られる方法として,タブ-サーチを用いた発見的解法を提案した.
今後の課題としてまず,実デ-タあるいは疑似デ-タによる計算実験が挙げられる.パターンを用いた整
数線形計画問題およびタブーサ-チを用いた発見的解法の解を比較し,大差ないようであれば発見的解法
の通用が推奨される.これは,発見的解法の方が,計算時間の意味で,実用的と思われるためである. 2つ
めの課題として複数の自動販売機への配送計画との統合が考えられる.自動販売機への配送計画と個々の
自動販売機でのコラム割当は意志決定の期間が異なるため別々に扱うのが普通であるが,コラム割当の変
更は自動販売機への補充のついでに行うのが効率的なので,いつコラム割当を変更するかといった開虜を
考える場合には両者を合わせて考える必要がある.
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